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は
じ
め
に

　
佐
藤
春
夫
や
吉
井
勇
、
森
鴎
外
ら
と
と
も
に
明
治
末
期
の
『
明
星
』
や
『
ス
バ
ル
』
誌
上
を
彩
っ
た
一
人
に
、
東
京
新
詩
社
の
若
手
歌

人
田
村
黄
昏
、
本
名
田
村
豊
彦
（
明
治
十
九
年
〈
一
八
八
六
〉
二
月
二
十
日
～
昭
和
八
年
〈
一
九
三
三
〉
十
一
月
九
日
）
が
い
る
。
彼
は

東
京
帝
国
大
学
卒
業
年
で
あ
る
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
以
降
、
存
命
中
に
は
歌
を
ほ
と
ん
ど
発
表
し
な
い
ま
ま
生
涯
を
終
え
現
在

で
は
生
没
年
月
日
や
経
歴
も
定
か
で
な
か
っ
た
。
だ
が
、
父
・
田
村
典
瑞
と
母
・
奥
山
つ
祢
の
二
男
と
し
て
出
生
、
第
三
高
等
学
校
入
学

直
後
に
寮
の
仲
間
と
作
歌
会
を
結
成
し
卒
業
を
数
ヶ
月
後
に
控
え
て
与
謝
野
寛
率
い
る
東
京
新
詩
社
に
加
入
し
た
こ
と
、
東
京
帝
国
大
学

法
科
大
学
政
治
学
科
入
学
の
一
年
後
、
新
設
さ
れ
た
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
経
済
学
科
入
学
に
再
入
学
し
て
い
た
こ
と
が
遺
族
の
協
力

に
よ
り
判
明
し
、
拙
稿
「
与
謝
野
門
下
新
詩
社
歌
人
・
田
村
黄
昏
に
つ
い
て
　
―
略
年
譜
の
作
成
、
田
村
黄
昏
な
ら
び
に
与
謝
野
寛
未
発

女
子
大
國
お
　
第
百
七
十
五
号
　
令
和
六
年
九
月
三
十
日

化
学
者
田
村
典
瑞
、
医
師
有
田
兎
毛
三

― 

与
謝
野
門
下
東
京
新
詩
社
歌
人
・
田
村
黄
昏
の
尊
属
に
つ
い
て 

―
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表
歌
の
紹
介
―
」
に
略
年
譜
を
掲
載
し
て
い
る

）
1
（

。
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
十
月
の
帝
国
大
学
卒
業
か
ら
数
年
経
っ
て
大
阪
織
物
株
式
会

社
の
社
員
と
な
り
、
私
生
活
で
は
二
度
の
結
婚
を
し
死
の
四
年
前
に
第
一
子
、
死
の
十
一
カ
月
前
に
は
第
二
子
に
恵
ま
れ
穏
や
か
な
晩
年

で
あ
っ
た
こ
と
、
彼
の
七
回
忌
に
妻
と
旧
友
の
尽
力
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
田
村
黄
昏
私
家
版
歌
集
『
黄
昏
』
が
存
在
す
る
こ
と
も
明
ら

か
と
な
っ
た
。
『
黄
昏
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
多
数
の
未
発
表
歌
は
、
紅
灯
の
景
色
や
若
者
の
懊
悩
を
中
心
と
し
た
歌
か
ら
会
社
勤
め
の
倦

怠
、
さ
ら
に
は
我
が
子
へ
の
愛
を
中
心
と
し
た
晩
年
の
歌
へ
と
歌
風
の
変
化
を
如
実
に
表
し
て
い
る

）
2
（

。

　
豊
彦
と
同
年
同
月
同
日
生
ま
れ
で
同
時
期
に
東
京
新
詩
社
で
活
動
を
し
て
い
た
の
が
石
川
啄
木
で
あ
る
が
、
綿
密
な
伝
記
的
研
究
に
よ

り
啄
木
の
生
涯
を
明
ら
か
に
し
た
岩
城
之
徳
は
自
著
『
補
説
　
石
川
啄
木
伝
』
（
昭
和
四
十
三
年
〈
一
九
六
八
〉
四
月
さ
る
び
あ
出
版
）
第

三
章
に
お
い
て
、
「
作
家
の
伝
記
を
調
べ
る
に
は
研
究
者
に
よ
っ
て
種
々
の
方
法
が
と
ら
れ
、
独
自
の
調
査
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
従
来

の
す
ぐ
れ
た
伝
記
に
つ
い
て
一
致
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
家
系
を
調
べ
、
両
親
の
閲
歴
や
性
格
を
探
り
、
作
家
の
生
い
立
ち
を
調
査
し
て
、

そ
の
思
想
と
芸
術
が
い
か
な
る
素
質
と
環
境
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
か
を
綿
密
に
考
察
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
／
　
一
般
に
こ
の
種
の

調
査
は
文
学
の
成
立
に
直
接
関
係
の
な
い
問
題
と
し
て
等
閑
に
ふ
さ
れ
て
い
る
が
、
作
家
の
性
格
や
文
学
的
素
質
を
明
ら
か
に
す
る
に
は

こ
う
し
た
調
査
は
不
可
欠
の
要
件
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
無
視
し
て
伝
記
研
究
の
前
進
は
あ
り
え
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
岩
城
の
述
べ
る

手
法
は
伝
記
研
究
に
限
ら
ず
作
品
研
究
に
お
い
て
も
意
味
の
あ
る
こ
と
で
、
殊
に
田
村
黄
昏
の
よ
う
に
生
没
年
も
経
歴
も
不
明
で
あ
っ
た

人
物
の
作
品
を
研
究
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
家
系
の
ど
う
い
っ
た
両
親
の
下
に
生
ま
れ
育
ち
、
い
か
な
る
環
境
に
お
い

て
人
格
が
形
成
さ
れ
思
想
や
芸
術
性
が
培
わ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
た
め
欠
か
せ
な
い
。

　
豊
彦
が
歌
の
道
に
踏
み
込
む
素
地
が
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
後
年
の
作
歌
活
動
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
か
を
探
る
た
め
、
豊
彦

の
父
親
で
あ
り
明
治
期
を
代
表
す
る
化
学
者
の
田
村
典
瑞
、
豊
彦
の
母
方
祖
父
奥
山
金
剛
と
母
方
叔
父
有
田
兎
毛
三
、
奥
山
金
剛
の
妻
と

も
母
と
も
言
わ
れ
る
江
戸
期
の
女
流
俳
人
李
郷
と
金
剛
の
父
で
あ
る
下
館
藩
家
老
奥
山
小
一
兵
衛
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
が
、
本
稿
で
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は
田
村
典
瑞
、
有
田
兎
毛
三
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

　
　
　
　
一
　
父
・
田
村
典
瑞

　
遺
族
提
供
の
戸
籍
謄
本
に
は
、
豊
彦
の
欄
に
父
田
村
典
瑞
（
写
真
1
）
、
母
つ
祢

（
写
真
2
）
と
記
載
さ
れ
、
「
明
治
四
十
一
年
十
一
月
五
日
前
戸
主
典
瑞
ノ
死
亡
ニ

因
リ
家
督
相
続
届
出
同
月
十
三
日
受
附
」
と
あ
り
前
戸
主
と
の
続
柄
は
田
村
典
瑞

二
男

）
3
（

、
つ
祢
の
欄
に
は
奥
山
金
剛
と
三
保
を
父
母
と
す
る
長
女
と
あ
る
。
田
村
典

瑞
の
死
亡
日
で
あ
る
が
、
過
去
帳
で
も
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
に
新
調
さ
れ
た

田
村
家
の
墓
に
添
え
ら
れ
た
墓
誌
で
も
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
十
一
月

三
日
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
豊
彦
は
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
十
月
『
ス

バ
ル
』
第
十
号
に
「
霜
月
の
三
日
の
夕
ぐ
れ
瀬
戸
の
海
し
ぐ
る
る
時
に
眼
閉
ぢ
給

ひ
ぬ

）
4
（

」
と
い
う
、
典
瑞
が
十
一
月
三
日
夕
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
歌
を

発
表
し
て
い
る
。
田
村
家
が
典
瑞
の
命
日
を
十
一
月
三
日
と
認
識
し
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
戸
籍
謄
本
に
は
つ
祢
の
欄
に
も
「
明
治
四
十
一
年
十
一
月

五
日
夫
典
瑞
死
亡
ニ
因
リ
婚
姻
解
消
」
と
記
さ
れ
、
『
官
報
』
第
七
六
一
三
号
（
明

治
四
十
一
年
〈
一
九
〇
九
〉
十
一
月
十
日
大
蔵
省
印
刷
局
編
）
に
も
「
（
前
略
）
正

六
位
勲
五
等
田
村
典
瑞
ハ
本
月
五
日
孰
モ
死
亡
セ
リ
」
と
あ
り
、
公
的
な
記
録
で

は
十
一
月
五
日
が
典
瑞
死
亡
日
と
な
っ
て
い
る
。
遺
族
が
保
管
し
て
い
る
典
瑞
一

写真 2（遺族提供） 写真 1（遺族提供）
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周
年
忌
埋
史
印
影

）
5
（

（
写
真
3
）
に
は
、
「
旧
壬
生
藩
之
士
安
政
三
年
六
月
一
日

生
」
と
生
年
月
日
の
記
載
が
あ
り
、
典
瑞
は
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
一
八
五
六
年
七

月
二
日
生
ま
れ
の
満
五
十
二
歳
、
享
年
五
十
三
で
死
去
し
て
い
る

）
6
（

。
戸
籍
謄

本
に
記
さ
れ
た
つ
祢
の
生
年
月
日
は
文
久
元
年
五
月
六
日
（
一
八
六
一
年
六

月
十
三
日
）
で
、
「
茨マ

木マ

県
真
壁
郡
下
館
奥
山
麓
妹
明
治
十
四
年
六
月
十
七
日

田
村
典
瑞
ト
婚
姻
届
出
同
日
入
籍
」
と
あ
り
、
満
二
十
歳
で
典
瑞
と
結
婚
し

満
二
十
四
歳
で
二
男
の
豊
彦
が
生
ま
れ
、
満
四
十
七
歳
で
典
瑞
と
死
別
し
て

い
る
。

　
典
瑞
の
経
歴
を
追
っ
て
み
る
と
、
過
去
帳
か
ら
慶
応
元
年
八
月
二
十
八
日

（
一
八
六
五
年
十
月
十
七
日
）
、
満
九
歳
の
時
に
父
・
伴
左
エ
門
を
亡
く
し
田
村
家
当
主
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
遺
族
所
蔵
の
壬
生
藩
の

印
が
押
さ
れ
た
辛
未
六
月
二
十
四
日
（
一
八
七
一
年
八
月
十
日
）
付
証
書
か
ら
は
肥
と
い
う
典
瑞
の
幼
名
が
判
明
す
る

）
7
（

。
『
東
京
開
成
学
校

生
徒
月
表
』
第
五
号
（
明
治
九
年
〈
一
八
七
六
〉
第
五
月
東
京
開
成
学
校
）
に
は
、
製
作
学
製
煉
予
科
第
一
級
の
生
徒
と
し
て
田
村
典
瑞

の
名
前
が
あ
る
。
満
十
六
歳
を
迎
え
る
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
戸
籍
編
成
時
に
典
瑞
と
い
う
名
を
登
録
し
、
以
降
典
瑞
を
名
乗
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　
東
京
開
成
学
校
編
『
東
京
開
成
学
校
一
覧
』
（
明
治
八
年
〈
一
八
七
五
〉
二
月
東
京
開
成
学
校
）
に
は
「
入
学
ハ
毎
学
歳
ノ
始
メ
一
回
ト

シ
九
月
十
一
日
ヲ
以
テ
期
日
ト
ス
」
と
あ
り
、
典
瑞
は
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
九
月
十
一
日
に
満
十
九
歳
で
東
京
開
成
学
校
予
科
に
入

学
し
て
い
る
。
前
掲
『
東
京
開
成
学
校
一
覧
』
に
「
東
京
開
成
学
校
ハ
文
部
省
ノ
所
轄
ニ
シ
テ
諸
専
門
ノ
生
徒
ヲ
教
育
ス
ル
官
立
大
学
校

ナ
リ
」
と
あ
る
が
、
東
京
開
成
学
校
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
四
月
東
京
医
学
校
を
合
併
し
て
東
京
大
学
と
な
り
「
法
理
医
文
ノ
四
学

写真 3（遺族提供。印影に十一月二日
没とあるのは三日の誤りだろう。）
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部
ニ
分
チ
乃
チ
法
理
文
ノ
三
学
部
ヲ
旧
開
成
学
校
ニ
置
」
き
、
同
年
十
二
月
十
九
日
に
は
初
の
卒
業
生
と
し
て
化
学
生
三
人
に
卒
業
証
書

が
授
与
さ
れ
て
い
る

）
8
（

。
典
瑞
は
東
京
大
学
の
本
科
へ
は
進
ま
ず
、
工
業
之
日
本
社
編
『
日
本
工
業
要
鑑
　
第
二
版
』
（
明
治
四
十
年

〈
一
九
〇
七
〉
発
行
月
不
明
、
工
業
之
日
本
社
）
に
は
「
田
村
典
瑞
　
分
析
化
学
、
東
京
開
成
学
校
（
官
立
）
卒
業
／
明
治
十
年
廃
校
」
と

学
歴
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
四
月
十
六
日
に
は
栃
木
病
院
薬
剤
員
兼
栃
木
県
師
範
学
校
二
等
教
田
村
典
瑞
依
願
解
任
の
記
録
が
あ
り

）
9
（

、

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
の
結
婚
後
、
壬
生
藩
の
あ
っ
た
栃
木
県
で
師
範
学
校
教
員
と
栃
木
病
院
薬
剤
員
を
兼
任
し
て
暮
ら
し
て
い
た

時
期
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
『
栃
木
県
治
提
要
』
に
よ
る
と
栃
木
病
院
開
設
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）

九
月
創
立
で

）
10
（

、
典
瑞
は
東
京
開
成
学
校
廃
校
後
、
旧
藩
時
代
の
縁
に
よ
り
栃
木
病
院
に
勤
務
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
田
村
家
過
去
帳
に
は

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
四
歳
で
亡
く
な
っ
た
典
瑞
の
長
男
・
肥
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
長
男
が
生
ま
れ
た
の
も
典
瑞
が
栃
木
県
で

勤
務
し
て
い
た
頃
だ
ろ
う
。

　
県
師
範
学
校
教
員
の
依
願
解
任
は
鹿
児
島
赴
任
の
た
め
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
鹿
児
島
県
編
『
鹿
児
島
県
史
』
第
四
巻
（
昭
和
十
八

年
〈
一
九
四
三
〉
三
月
鹿
児
島
県
）
に
、
典
瑞
の
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
四
月
鹿
児
島
医
学
校
附
属
病
院
薬
局
長
就
任
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。
『
官
報
』
第
百
五
十
号
（
明
治
十
六
年
〈
一
八
八
三
〉
十
二
月
二
十
六
日
大
蔵
省
印
刷
局
）
の
衛
生
事
項
欄
に
は
、
鹿
児
島
県
に

よ
る
井
戸
水
検
査
結
果
報
告
と
し
て
、
「
鹿
児
島
県
ニ
於
テ
ハ
本
年
七
月
ヨ
リ
九
月
迄
ニ
該
地
病
院
薬
局
長
田
村
典
瑞
ヲ
シ
テ
（
中
略
）
合

二
十
五
町
戸
数
五
千
五
百
十
八
戸
ノ
井
水
（
一
家
用
並
ニ
共
用
ト
モ
）
三
百
六
十
個
ヲ
検
査
セ
シ
メ
タ
ル
（
下
略
）
」
と
あ
る

）
11
（

。

　
前
掲
『
鹿
児
島
県
史
』
第
四
巻
に
は
鹿
児
島
医
学
校
設
立
当
初
の
職
員
の
一
人
が
田
村
典
瑞
だ
と
あ
る
が
、
『
鹿
児
島
県
職
員
録
　
明
治

十
七
年
四
月
一
日
調
査
』
を
参
照
す
る
と
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
は
典
瑞
は
鹿
児
島
医
学
校
三
等
教
諭
に
名
を
連
ね
て
い
る

）
12
（

。

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
六
月
に
は
鹿
児
島
県
地
方
衛
生
会
委
員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
が

）
13
（

、豊
彦
が
生
ま
れ
た
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
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は
典
瑞
が
鹿
児
島
県
で
勤
務
し
て
い
た
時
期
に
相
当
す
る
。
豊
彦
の
出
生
地
に
関
し
て
、
遺
族
宅
に
残
る
田
村
黄
昏
私
家
版
歌
集
『
黄
昏
』

の
草
稿
に
は
東
京
生
ま
れ
と
す
る
第
三
高
等
学
校
時
代
か
ら
の
友
人
の
記
述
が
あ
り

）
14
（

、
戸
籍
か
ら
は
東
京
市
芝
区
本
芝
材
木
町
十
番
地
が

最
初
の
本
籍
地
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
長
男
を
亡
く
し
て
一
年
も
経
っ
て
い
な
い
つ
祢
が
実
家
の
あ
る
東
京
に
戻
り
豊

彦
を
出
産
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
新
幹
線
や
飛
行
機
で
九
州
か
ら
東
京
へ
移
動
で
き
る
時
代
で
は
な
く
、
里
帰
り
出
産
を
し
た
と
は
考

え
に
く
い
。
鹿
児
島
生
ま
れ
で
あ
る
が
本
籍
地
が
東
京
で
あ
る
た
め
『
黄
昏
』
草
稿
に
東
京
生
ま
れ
と
記
さ
れ
た
と
推
測
す
る
が
、
現
時

点
で
は
豊
彦
の
出
生
地
を
断
定
す
る
材
料
は
な
く
、
鹿
児
島
生
ま
れ
の
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
す
る
に
と
ど
ま
る
。

　
鹿
児
島
県
時
代
の
典
瑞
の
任
務
で
あ
る
が
、
鹿
児
島
県
病
院
薬
局
長
と
し
て
行
っ
た
井
戸
水
検
査
は
明
治
期
に
複
数
回
の
大
流
行
を
み

た
コ
レ
ラ
対
策
の
一
環
と
し
た
衛
生
状
態
改
善
の
た
め
で
、
地
方
衛
生
会
も
コ
レ
ラ
対
策
の
た
め
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
江
戸
期
に

続
き
明
治
期
の
日
本
は
コ
レ
ラ
大
流
行
に
複
数
回
見
舞
わ
れ
て
い
る
が
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
八
月
二
十
七
日
付
で
「
虎
列
刺
病
予

防
法
心
得
別
冊
編
成
相
達
候
条
実
地
流
行
ノ
際
ニ
於
テ
ハ
更
ラ
ニ
該
法
ヲ
考
訂
斟
酌
シ
テ
臨
時
相
達
シ
候
儀
モ
可
有
之
候
得
共
予
防
方
法

ノ
儀
ハ
病
毒
侵
入
ノ
前
予
メ
注
意
ヲ
要
ス
ル
事
件
不
少
ニ
付
為
心
得
此
旨
相
達
シ
候
事
」
と
い
う
内
達
乙
第
七
十
九
号
が
、
東
京
府
を
除

く
府
県
に
発
せ
ら
れ
て
い
る

）
15
（

。
「
虎
列
刺
病
予
防
法
心
得
」
は
、
「
第
一
条
　
外
国
地
方
ニ
「
虎
列
刺
」
病
流
行
シ
テ
内
務
省
ヨ
リ
検
疫
規

則
ノ
施
行
ヲ
命
ス
ル
ト
キ
ハ
開
港
場
ア
ル
地
方
長
官
ハ
医
員
衛
生
掛
リ
警
察
吏
等
等
撰
定
シ
テ
ヲ
ノ
委
員
ト
ナ
シ
外
国
領
事
ニ
協
議
シ
該

規
則
ヲ
遵
奉
シ
テ
予
防
拒
絶
ノ
コ
ト
ヲ
担
任
セ
シ
ム
ベ
シ
」
と
始
ま
っ
て
い
る

）
16
（

。
コ
レ
ラ
流
行
地
か
ら
入
港
し
た
船
舶
は
検
疫
を
受
け
た

上
、
必
要
に
応
じ
て
待
機
を
求
め
る
第
二
条
の
ほ
か

）
17
（

、
医
師
に
よ
り
感
染
者
の
報
告
が
あ
れ
ば
地
方
官
が
状
況
を
調
査
し
、
ア
ジ
ア
コ
レ

ラ
に
感
染
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
際
は
内
務
省
と
管
轄
地
方
庁
な
ら
び
に
近
隣
地
方
庁
へ
報
告
を
求
め
る
第
七
条

）
18
（

、
日
々
の
感
染

者
数
を
把
握
し
毎
週
土
曜
日
に
地
方
庁
か
ら
内
務
省
へ
の
報
告
を
義
務
付
け
る
第
九
条

）
19
（

、
コ
レ
ラ
流
行
時
に
は
祭
礼
等
の
人
が
集
ま
る
催

し
を
地
方
長
官
が
禁
止
す
る
よ
う
求
め
る
第
十
四
条

）
20
（

な
ど
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
様
々
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
た
。
明
治
十
二
年
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（
一
八
七
九
）
に
は
内
務
省
に
中
央
衛
生
会
と
地
方
衛
生
会
が
開
設
さ
れ
た
が
、
地
方
衛
生
会
規
則
第
二
条
に
お
い
て
医
師
や
府
県
会
議
員

の
他
に
公
立
病
院
長
や
公
立
病
院
薬
局
長
を
含
む
面
々
で
同
会
を
編
成
す
る
こ
と
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

）
21
（

、
典
瑞
が
鹿
児
島
県
病

院
薬
局
長
に
任
命
さ
れ
た
時
点
で
コ
レ
ラ
対
策
を
講
じ
る
地
方
衛
生
会
委
員
へ
の
選
出
は
内
定
し
て
い
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
ば
ら
く
鹿
児
島
で
コ
レ
ラ
対
策
業
務
に
従
事
し
た
後
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
三
月
の
鹿
児
島
医
学
校
廃
校

）
22
（

に
伴
い
典
瑞
は

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
か
ら
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
ま
で
農
商
務
省
の
技
手
と
し
て
東
京
で
勤
務
し

）
23
（

、
明
治
三
十
一
年

（
一
八
九
八
）
五
月
六
日
に
は
大
阪
高
等
工
業
学
校
教
授
に
叙
任
さ
れ
て
い
る

）
24
（

。
『
大
阪
高
等
工
業
学
校
一
覧
　
従
明
治
三
十
九
年
至
明
治

四
十
年
』
（
明
治
四
十
年
〈
一
九
〇
七
〉
一
月
大
阪
高
等
工
業
学
校
）
、
『
大
阪
高
等
工
業
学
校
一
覧
　
従
明
治
四
十
年
至
明
治
四
十
一
年
』

（
明
治
四
十
年
〈
一
九
〇
七
〉
十
二
月
大
阪
高
等
工
業
学
校
）
に
も
応
用
化
学
科
教
授
と
し
て
典
瑞
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
つ
祢
の
兄

で
あ
る
奥
山
麓

）
25
（

の
長
男
・
奥
山
保
も
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
頃
か
ら
し
ば
ら
く
同
校
窯
業
科
で
図
案
を
教
え
る
助
教
授
と
し
て
勤

務
し

）
26
（

、
大
阪
市
東
区
農
人
橋
の
典
瑞
方
に
一
時
期
下
宿
し
て
い
た

）
27
（

。

　
典
瑞
は
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
は
六
月
八
日
付
で
大
阪
鉱
山
監
督
署
分
析
課
長
に
任
命
さ
れ

）
28
（

、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

五
月
一
日
調
査
の
官
庁
職
員
録
に
も
分
析
課
長
、
大
阪
高
等
工
業
学
校
教
授
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る

）
29
（

。
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
八

月
五
日
の
『
農
業
雑
誌
』
に
は
、
「
伊
予
の
煙
害
」
と
し
て
「
伊
予
の
別
子
銅
山
は
四
阪
島
に
精
煉
所
を
設
け
居
れ
る
よ
り
、
該
島
に
接
近

せ
る
同
県
越
智
郡
東
海
岸
地
方
は
同
所
よ
り
発
す
る
鉱
煙
の
為
め
農
作
物
の
被
害
甚
だ
し
き
由
は
予
て
聞
け
る
所
な
る
が
、
過
般
実
況
を

視
察
せ
る
越
智
郡
長
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
稲
は
其
の
害
最
も
甚
だ
し
く
、
就
中
日
吉
村
大
字
別
府
及
び
宮
の
下
に
於
け
る
百
町
歩
ほ
ど
は

最
も
激
甚
に
し
て
近
時
稀
に
見
る
所
の
惨
況
を
呈
し
葉
尖
枯
死
せ
る
も
の
多
し
と
云
ふ

）
30
（

」
と
報
じ
ら
れ
、
次
号
の
同
年
同
月
十
五
日
『
農

業
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
伊
予
の
煙
害
続
報
」
で
は
、
煙
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
地
区
の
有
志
が
集
ま
っ
て
決
定
し
た
事
項
を
知
ら
せ

て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
「
煙
害
問
題
解
決
の
事
を
懇
請
す
る
と
共
に
、
尚
ほ
進
ん
で
調
査
の
必
要
あ
る
を
以
て
、
農
商
務
省
へ
技
師
の
派
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遣
及
び
県
技
師
の
派
遣
、
調
査
会
の
活
動
等
よ
り
県
費
に
て
調
査
費
を
支
出
せ
ら
る
ゝ
様
予
算
に
編
入
す
る
こ
と
、
其
の
他
調
査
所
に
関

す
る
事
等
総
て
知
事
に
懇
請
す
る
事
」
と
い
う
一
文
が
含
ま
れ
て
い
る

）
31
（

。

　
四
阪
島
の
煙
害
は
足
尾
銅
山
の
公
害
と
並
ぶ
甚
大
な
被
害
と
い
う
認
識
が
強
ま
り
、
「
鉱
山
の
煙
毒
問
題
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
な
記
事

も
登
場
し
て
い
る
。

　
　 

昨
年
来
足
尾
に
別
子
に
抗
夫
の
同
盟
罷
工
流
行
し
て
社
会
の
不
安
を
醸
し
た
る
は
予
輩
の
記
憶
に
新
た
な
る
所
な
る
が
、
そ
れ
と
性

質
を
異
に
す
れ
ど
、
今
や
又
鉱
山
煙
毒
問
題
な
る
も
の
、
近
く
別
子
に
起
る
に
至
り
た
り
（
中
略
）
今
回
の
四
阪
島
煙
毒
問
題
の
足

尾
に
比
し
て
其
害
を
及
ぼ
せ
る
程
度
如
何
を
知
る
能
は
ざ
る
も
、
附
近
農
民
の
一
揆
し
て
当
事
者
に
迫
り
、
或
は
其
被
害
の
程
度
を

指
示
し
て
之
れ
が
損
害
賠
償
を
訴
へ
ん
と
す
る
に
見
其
害
の
決
し
て
軽
々
看
過
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
を
知
る
な
り
、
さ
れ
ど
農

民
の
提
言
せ
る
所
、
当
事
者
に
於
て
悉
く
之
れ
を
納
得
す
る
能
は
ざ
る
は
い
ふ
ま
で
も
な
し
、
既
に
其
提
言
せ
る
所
に
精
煉
所
廃
止
、

或
時
期
に
於
け
る
作
業
中
止
を
言
へ
る
の
条
項
あ
れ
ど
、
此
く
の
如
き
は
営
利
事
業
と
し
て
絶
対
に
為
し
得
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
住

友
家
の
之
れ
に
対
す
る
方
針
如
何
は
未
だ
知
る
能
は
ざ
れ
ど
予
輩
は
此
種
問
題
に
対
し
て
は
徳
義
上
、
特
に
同
家
の
反
省
儆
戒
を
要

す
る
所
あ
ら
ん
を
望
ま
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り

）
32
（

　
こ
れ
を
受
け
て
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
九
月
五
日
に
大
阪
鉱
山
監
督
署
か
ら
調
査
団
が
派
遣
さ
れ

）
33
（

、
典
瑞
も
そ
の
一
員
と
し
て

四
阪
島
へ
行
っ
て
い
る
。
『
工
業
之
大
日
本
』
第
五
巻
第
十
一
号
に
は
、
「
鉱
業
と
農
業
と
の
利
益
衝
突
問
題
と
し
て
一
時
八
箇
間
数
か
り

し
別
子
銅
山
、
四
阪
島
製
煉
所
煙
害
事
件
に
関
し
関
係
地
方
人
民
は
勿
論
地
方
庁
鉱
山
局
住
友
家
俱
に
協
同
し
て
各
専
門
技
術
家
を
派
遣

し
各
方
面
に
亘
り
て
詳
密
な
る
被
害
の
調
査
に
後
事
し
日
を
閲
す
る
事
前
後
五
旬
略
其
の
大
体
を
終
へ
た
る
模
様
な
る
が
昨
日
帰
阪
し
た

る
大
阪
鉱
山
監
督
署
分
析
課
長
田
村
典
瑞
氏
の
談
に
よ
れ
ば
（
下
略
）
」
と
い
う
同
年
十
月
二
十
一
日
付
の
典
瑞
談
話
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
る

）
34
（

。
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大
植
四
郎
編
『
国
民
過
去
帳
　
明
治
之
巻
』(

昭
和
十
年
〈
一
九
三
五
〉
十
二
月
尚
古
房)

に
は
田
村
典
瑞
は
「
明
治
四
十
一
年
十
一
月

五
日
大
阪
府
東
成
郡
天
王
寺
村
の
自
宅
に
没
す
」
と
あ
る
が
、
豊
彦
の
遺
族
に
は
典
瑞
は
公
害
調
査
の
た
め
出
張
中
に
事
故
で
亡
く
な
っ

た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
過
去
帳
に
は
「
伊
予
国
越
智
郡
四
阪
島
ニ
没
ス
」
と
あ
り
、
典
瑞
一
周
年
忌
埋
史
印
影
に
も
「
没
於
任
地
」
と
あ

る
。
豊
彦
の
七
回
忌
に
際
し
て
編
ま
れ
た
田
村
黄
昏
私
家
版
歌
集
『
黄
昏
』
所
収
の
、
「
荒
金
を
吹
く
て
ふ
島
の
白
け
ぶ
り
み
な
ぎ
る
上
に

父
は
在
さ
む
」
「
秋
の
海
香
爐
の
ご
と
く
浮
び
た
る
四
阪
の
島
の
白
き
煙
よ
」
「
瀬
戸
の
海
神
代
の
ま
ま
に
島
ど
も
の
浮
ぶ
を
見
れ
ど
慰
ま

ぬ
か
な
」
と
い
う
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
詠
ま
れ
た
歌
は
、
銅
の
精
錬
工
場
が
あ
っ
た
瀬
戸
内
海
の
四
阪
島
に
危
篤
の
典
瑞
が

滞
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
典
瑞
の
死
因
に
つ
い
て
は
、
「
或
時
学
校
か
ら
四
国
の
或
る
地
方
に
出
張
せ
ら
れ
た
時
大
酔
の
余
旅
館
の
二
階
か
ら
落
ち
ら
れ
、
其
れ
が

因
を
な
し
て
終
に
旅
の
空
で
客
死
せ
ら
れ
た

）
35
（

」
と
彼
の
教
え
子
が
記
し
、
確
か
に
出
張
中
の
事
故
で
は
あ
っ
た
が
調
査
中
の
事
故
で
は
な

く
、
旅
館
で
泥
酔
し
て
の
事
故
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
田
村
黄
昏
私
家
版
歌
集
『
黄
昏
』
に
は
、
「
わ
が
父
の
死
の
病
と
聞
き
て
ゆ
く

夜
汽
車
の
な
か
に
眠
る
弱
さ
よ
」
「
忘
れ
め
や
切
岸
の
上
の
病
院
の
窓
よ
り
見
た
る
有
明
の
月
」
と
い
う
歌
が
あ
る
。
東
京
帝
国
大
学
在
学

中
の
豊
彦
が
事
故
の
知
ら
せ
を
聞
き
夜
汽
車
で
駆
け
つ
け
る
と
き
の
心
境
と
、
典
瑞
が
入
院
し
て
い
る
四
阪
島
の
病
院
病
室
か
ら
有
明
の

月
を
眺
め
た
様
を
詠
っ
た
歌
で
あ
る
が
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
十
月
二
十
日
の
月
齢
が
二
十
四
．
五
、十
月
二
十
五
日
は
月
齢

二
十
九
．
五
の
新
月
、
田
村
家
が
認
識
し
て
い
る
典
瑞
命
日
の
十
一
月
三
日
は
月
齢
八
．
八
、
公
式
な
典
瑞
命
日
の
十
一
月
五
日
は
月
齢

十
．
八
で
、
危
篤
の
典
瑞
が
寝
て
い
る
病
室
の
窓
か
ら
有
明
の
月
が
見
え
た
で
あ
ろ
う
日
は
十
月
二
十
日
か
ら
せ
い
ぜ
い
十
月
二
十
三
日

ま
で
で
あ
る
。
典
瑞
が
九
月
五
日
か
ら
の
四
阪
島
煙
害
調
査
を
終
え
帰
阪
し
た
と
『
工
業
之
大
日
本
』
第
五
巻
第
十
一
号
で
報
じ
ら
れ
た

日
付
が
十
月
二
十
日
で
あ
る
が
、
典
瑞
死
去
は
帰
阪
の
約
二
週
間
後
で
あ
る
十
一
月
三
日
、
公
的
に
は
十
一
月
五
日
で
あ
る
。
『
工
業
之
大

日
本
』
の
記
事
や
豊
彦
の
歌
の
内
容
に
従
え
ば
、
典
瑞
は
十
月
二
十
日
に
帰
阪
し
翌
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
後
す
ぐ
に
四
阪
島
に
戻
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り
、
直
後
に
大
酒
を
飲
ん
で
旅
館
で
事
故
に
遭
い
二
週
間
弱
の
危
篤
状

態
を
経
て
没
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
豊
彦
と
典
瑞
の
親
子
仲
は
良
好
で
あ
っ
た
ら
し
く
（
写
真
4
）
、
『
黄

昏
』
に
も
「
い
と
強
き
薬
を
わ
れ
の
心
臓
に
し
ば
し
ば
注
せ
る
父
は
今

亡
し
」
「
あ
な
が
ま
や
思
ひ
出
し
て
嘆
く
ほ
ど
ひ
と
り
の
父
を
未
だ
忘
れ

ず
」
「
ひ
と
ひ
ら
の
写
真
の
ほ
か
に
い
ま
す
こ
し
父
に
近
か
る
も
の
の
あ

れ
か
し
」
と
い
う
父
の
死
を
嘆
く
未
発
表
歌
を
残
し
、
父
の
死
後
数
年

経
過
し
た
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
以
降
に
詠
ま
れ
た
歌
で
も
「
弟

の
も
の
を
云
ふ
と
き
亡
き
父
の
声
を
ふ
と
聞
く
と
き
の
か
な
し
さ
」
と

詠
っ
て
い
る
。
日
本
中
で
猛
威
を
振
る
い
多
数
の
死
者
を
出
し
た
コ
レ
ラ
へ
の
対
策
、
農
民
を
悩
ま
せ
た
煙
害
問
題
の
解
決
に
向
け
た
調

査
な
ど
公
衆
の
衛
生
と
健
康
の
た
め
奔
走
し
、
次
世
代
を
担
う
若
者
の
教
育
に
も
貢
献
し
た
典
瑞

）
36
（

で
あ
る
が
、
仕
事
一
辺
倒
で
も
な
か
っ

た
よ
う
だ
。

　
豊
彦
遺
族
宅
に
残
る
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
六
月
十
八
日
付
消
印
の
押
さ
れ
た
田
村
典
瑞
宛
葉
書
に
は
江
戸
期
の
南
画
家
・
釧

雲
泉
の
画
に
つ
い
て
典
瑞
が
問
い
合
わ
せ
た
回
答
が
記
さ
れ
、
雲
泉
の
経
歴
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
典
瑞
も
会
員
で
あ
っ
た
大
日

本
窯
業
協
会
発
行
の
『
大
日
本
窯
業
協
会
雑
誌
』
第
四
巻
第
四
十
五
号
（
明
治
二
十
九
年
〈
一
八
九
六
〉
五
月
）
や
『
大
日
本
窯
業
協
会

雑
誌
』
第
五
巻
四
十
九
号
（
明
治
二
十
九
年
〈
一
八
九
六
〉
九
月
）
に
は
、
典
瑞
所
蔵
の
柿
右
衛
門
製
皿
図
や
薩
摩
焼
水
指
図
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
飛
鳥
井
黄
と
命
名
さ
れ
た
黄
色
釉
下
顔
料
の
原
料
と
な
る
鉱
物
を
分
析
し
フ
ェ
ル
グ
ソ
ナ
イ
ト
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め

た
の
も
典
瑞
で
あ
る

）
37
（

。
寛
永
銭
研
究
会
に
も
参
加
し
、
『
寛
永
銭
研
究
会
報
告
』
第
十
六
号
（
明
治
三
十
一
年
〈
一
八
九
八
〉
二
月
寛
永
銭

写真 4（遺族提供。左から父・典瑞、弟・
徹、豊彦。）
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研
究
会
）
の
「
寛
永
泉
志
評
判
記
」
に
は
「
田
村
典
瑞
君
曰
　
御
新
著
の
寛
永
泉
志
篤
と
拝
読
仕
候
処
事
実
之
調
査
周
到
感
服
罷
在
候
且

銭
図
の
精
密
な
る
未
た
嘗
て
見
さ
る
所
な
り
云
々
」
と
い
う
文
が
あ
る
。
『
寛
永
銭
研
究
会
報
告
』
第
五
号
（
明
治
三
十
年
〈
一
八
九
七
〉

三
月
寛
永
銭
研
究
会
）
掲
載
の
進
而
堂
名
義
「
寛
永
銭
の
分
析
に
就
て
」
と
い
う
記
事
で
は
、
「
今
回
農
商
務
省
技
師
田
村
典
瑞
氏
に
依
頼

し
て
左
の
二
銭
を
分
析
し
見
る
に
面
白
き
成
績
を
得
た
」
と
あ
り
、
背
文
字
銭
、
島
屋
無
背
銭
の
二
種
に
つ
い
て
銅
、
錫
、
鉛
、
金
、
銀

の
含
有
率
分
析
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
典
瑞
の
元
教
え
子
が
出
版
し
た
『
創
作
　
海
』
で
は
、
典
瑞
を
「
化
学
分
析
に
就
い
て
は
当
時
に
於
け
る
日
本
有
数
の
大
家
で
あ
つ
た
」

と
評
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
「
化
学
工
芸
会
々
員
三
幅
対
」
と
題
し
て
大
阪
高
等
工
業
学
校
の
教
員
や
生
徒
を
特
徴
毎
に
分
類
し
た
表
で

は
、
典
瑞
を
「
骨
董
家
」
に
含
め
て
い
る

）
38
（

。
「
右
の
三
幅
対
な
る
評
は
誰
れ
が
つ
け
た
の
か
は
知
ら
な
い
が
、
可
な
り
に
観
察
眼
を
持
つ
た

人
々
の
批
評
で
あ
つ
て
、
満
更
の
妄
評
で
は
な
い
と
感
じ
て
ゐ
る

）
39
（

」
と
も
あ
り
典
瑞
の
骨
董
好
き
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
息
子

の
豊
彦
も
ま
た
骨
董
品
を
好
み
古
い
食
器
を
蒐
集
し
、
そ
れ
ら
の
品
は
子
孫
に
受

け
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
遺
族
の
話
で
あ
る
。
豊
彦
は
絵
画
の
練
習
も
行
っ
て
い

た
ら
し
く
栗
の
実
を
描
い
た
色
紙
も
発
見
さ
れ
て
い
る
が
（
写
真
5
）
、
絵
画
と
い

え
ば
一
時
期
典
瑞
方
に
寄
宿
し
て
い
た
豊
彦
の
従
兄
・
奥
山
保
の
得
意
と
し
た
と

こ
ろ
で
、
東
京
美
術
学
校
を
出
た
奥
山
保
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た

日
本
画
家
在
原
古
玩
、
川
崎
千
虎
、
福
地
復
一
、
今
泉
雄
作
に
師
事
し
古
研
と
号

し
て
い
た

）
40
（

。
豊
彦
の
文
芸
へ
の
関
心
は
家
庭
に
お
い
て
醸
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
は
親
密
な
関
係
で
あ
っ
た
母
・
つ
祢
の
実
家
で
あ

る
奥
山
家
の
人
々
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

写真 5（遺族提供）
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二
　
母
方
叔
父
・
有
田
兎
毛
三

　
下
館
町
郷
土
史
調
査
会
編
『
下
館
町
郷
土
史
』
に
は
、
郷
土
出
身
の
芸
術
家
の
一
人
と
し
て
「
一
、
奥
山
金
剛
（
本
名
毅
）
。
下
館
藩
家

老
な
り
詩
書
を
善
く
し
又
篆
刻
に
巧
な
り
。
（
横
浜
市
住
医
学
博
士
有
田
不
二
氏
は
金
剛
翁
の
孫
に
当
れ
り
）
／
一
、
奥
山
麓
。
茨
葉
と
号

す
、
金
剛
翁
の
嫡
子
な
り
、
詩
書
を
善
く
し
又
大
塊
翁
に
就
き
南
画
を
学
ぶ

）
41
（

」
と
豊
彦
の
母
方
祖
父
、
母
方
伯
父
が
詩
書
の
名
人
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
金
剛
翁
の
孫
と
あ
る
有
田
不
二
は
、
茨
城
県
史
研
究
会
編
『
茨
城
県
史
』
の
「
下
館
藩
家
老
職
後
裔
／
有
田
兎
毛
三

氏
／
医
を
業
と
す
る
傍
町
会
長
衛
生
組
合
長
を
勤
む
」
と
い
う
章
に
、
「
夫
人
と
の
間
に
、
三
男
一
女
あ
り
。
長
男
不
二
氏
は
、
当
年

三
十
一
歳
、
大
正
十
三
年
東
京
帝
大
医
学
部
卒
業
、
目
下
帝
大
小
児
科
に
勤
務
中
、
四マ

男マ

耕
蔵
氏
は
三
十
歳
、
東
京
帝
大
工
科
出
身
、
三

男
千
畝
氏
は
二
十
七
歳
で
あ
る

）
42
（

」
と
あ
る
。
有
田
不
二
の
父
親
で
あ
る
有
田
兎
毛
三
に
関
し
て
は
、
同
じ
記
事
で
「
茨
城
県
真
壁
郡
下
館

町
に
、
慶
応
二
年
二
月
二
十
一
日
に
呱
々
の
声
を
挙
げ
ら
る
。
少
時
よ
り
頭
脳
明
敏
、
諸
芸
に
堪
能
に
し
て
、
未
来
を
嘱
目
せ
ら
れ
て
居

た
。
殊
に
氏
は
下
館
藩
家
老
職
の
後
裔
に
し
て
、
祖
先
に
は
歴
史
上
有
名
な
る
人
を
も
出
し
て
居
ら
れ
る
が
、
就
中
県
史
上
有
名
な
る
は
奥

山
金
剛
氏
に
し
て
、
氏
は
金
剛
氏
の
血
を
受
け
て
居
ら
れ
る
だ
け
に
、
書
道
篆
刻
の
方
面
に
於
い
て
は
、
早
く
よ
り
一
家
を
な
す
程
の
腕
を

持
つ
て
居
ら
れ
た
。
ま
た
氏
は
夙
に
漢
籍
を
学
ば
れ
、
そ
の
方
に
於
い
て
も
秀
才
の
誉
を
擅
に
し
て
居
ら
れ
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る

）
43
（

。

　
有
田
兎
毛
三
の
生
年
は
、
工
藤
鉄
男
編
『
日
本
東
京
医
事
通
覧
』
（
明
治
三
十
四
年
〈
一
九
〇
一
〉
十
一
月
日
本
医
事
通
覧
発
行
所
）
に

は
「
慶
応
三
年
二
月
生
」
、
日
本
杏
林
社
編
『
日
本
杏
林
要
覧
』
（
明
治
四
十
二
年
〈
一
九
〇
九
〉
十
二
月
日
本
杏
林
社
）
で
も
「
慶
応
三

年
生
」
、
河
野
二
郎
『
帝
国
医
鑑
』
第
一
編
（
明
治
四
十
三
年
〈
一
九
一
〇
〉
五
月
旭
興
信
所
）
に
は
「
慶
応
三
年
二
十
四
日
」
と
あ
り
、

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
と
す
る
『
茨
城
県
史
』
に
対
し
多
く
の
書
籍
で
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
と
さ
れ
て
い
る
。
生
ま
れ
た
日
を

二
十
一
日
と
す
る
『
茨
城
県
史
』
と
二
十
四
日
と
す
る
『
帝
国
医
鑑
』
が
あ
る
が
、
「
各
府
県
衛
生
課
の
台
帳
と
各
医
師
会
の
名
簿
と
を
照
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合
し
、
加
ふ
る
に
出
張
の
際
直
接
聴
取
の
原
稿
を
更
に
卒
業
学
校
名
簿
其
他
の
方

面
に
厳
密
の
調
査
を
行
ひ
其
の
正
確
を
期
し
た
り
」
と
い
う
土
屋
義
衛
『
昭
和
十

年
版
　
日
本
医
籍
録
　
附
録
　
医
学
博
士
録
、
法
規
』
（
昭
和
十
年
〈
一
九
三
五
〉

六
月
医
事
時
論
社
）
に
は
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
二
月
二
十
一
日
生
ま
れ
と
あ

る
。
豊
彦
遺
族
宅
に
は
「
大
正
十
五
年
丙
寅
二
月
二
十
一
日
還
暦
誕
辰
撮
影
」
と

書
か
れ
た
兎
毛
三
の
還
暦
記
念
写
真
（
写
真
6
）
が
あ
り
、
慶
応
二
年
（
一
八 

六
六
）
二
月
二
十
一
日
生
ま
れ

）
44
（

が
正
し
い
の
だ
ろ
う
。

　
つ
祢
よ
り
五
歳
下
の
弟
、
豊
彦
の
母
方
叔
父
が
有
田
兎
毛
三
だ
が
、
彼
は
奥
山

姓
で
は
な
い
。
帝
国
秘
密
探
偵
社
編
『
第
三
版
　
大
衆
人
事
録
　
　
ア-

ソ
之
部
』
（
昭
和
五
年
〈
一
九
三
〇
〉
七
月
帝
国
秘
密
探
偵
社
、

帝
国
人
事
通
信
社
）
に
は
、
豊
彦
の
母
方
従
兄
で
あ
る
奥
山
保
の
項
に
、
「
東
京
府
人
奥
山
麓
の
長
男
明
治
十
二
年
三
月
九
日
東
京
市
芝
区

に
生
れ
後
家
督
を
相
続
す
同
三
十
三
年
東
京
美
術
学
校
図
案
科
を
卒
業
し
大
阪
高
校
助
教
授
を
経
て
同
四
十
四
年
三
越
呉
服
店
入
り
現
に

図
案
部
勤
務
た
り
」
と
あ
る
。
兎
毛
三
に
は
麓
、
正
路
と
い
う
少
な
く
と
も
二
人
の
兄

）
45
（

が
い
た
だ
け
で
な
く
、
彼
が
満
十
三
歳
と
な
っ
た

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
は
長
兄
の
麓
に
男
児
が
誕
生
し
て
お
り
、
奥
山
家
は
家
督
継
承
者
の
代
替
要
員
と
し
て
兎
毛
三
を
確
保
し

て
お
く
必
要
が
な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
何
歳
の
時
か
不
明
で
あ
る
が
兎
毛
三
は
奥
山
家
か
ら
有
田
家
へ
養
子
に
行
き
、
有
田
姓

を
名
乗
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
日
下
部
義
三
編
『
最
近
東
京
医
士
名
鑑
』
（
明
治
四
十
五
年
〈
一
九
一
二
〉
五
月
医
事
通
信
社
）
で
は
兎
毛
三
の
経
歴
を
、
「
有
田
君
の

如
き
は
実
に
医
師
と
し
て
先
天
の
性
を
享
け
た
る
の
人
な
る
可
し
。
君
は
茨
城
県
真
壁
郡
下
館
町
字
本
城
の
人
に
し
て
、
慶
応
三
年
二
月

を
以
て
生
ま
る
、
夙
に
医
学
に
志
す
此
時
に
当
り
君
の
厳
父
は
軟
弱
な
る
都
塵
の
風
を
嫌
い
、
遠
く
君
を
し
て
九
州
に
赴
か
し
め
鹿
児
島 写真 6（遺族提供）
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医
学
校
に
入
学
せ
し
む
、
刻
苦
幾
年
明
治
二
十
年
十
二
月
全
科
卒
業
し
、
亜
で
内
務
省
医
籍
に
登
録
さ
る
、
其
翌
年
上
京
し
都
下
名
医
を

歴
訪
し
て
実
修
の
後
同
二
十
三
年
四
月
頃
現
住
所
に
開
業
す
」
と
し
て
い
る
。
前
掲
『
茨
城
県
史
』
で
は
、
「
医
を
志
し
て
、
明
治
二
十
年

鹿
児
島
県
立
医
学
校
を
卒
業
せ
ら
れ
、
在
学
中
成
績
優
秀
、
性
行
ま
た
優
れ
て
良
好
な
り
し
を
も
つ
て
、
卒
業
と
同
時
に
懇
望
せ
ら
れ
て
、

同
校
に
勤
め
ら
る
る
こ
と
と
な
り
、
（
中
略
）
明
治
二
十
三
年
に
は
上
京
し
て
自
ら
開
業
し
、
（
中
略
）
氏
は
か
く
の
如
く
、
常
に
門
前
市

を
な
す
程
の
多
忙
な
医
師
と
し
て
の
傍
、
社
会
公
共
の
た
め
に
つ
く
す
こ
と
な
ら
ば
、
何
で
も
非
常
に
喜
ん
で
引
受
け
ら
れ
、
（
中
略
）
会

つ
て
は
町
会
長
や
衛
生
組
合
長
の
如
き
、
誠
に
う
る
さ
き
犠
牲
的
仕
事
の
た
め
に
努
力
せ
ら
れ
し
こ
と
あ
り
」
と
、
優
れ
た
人
格
と
才
能

を
記
し
て
い
る
。
前
掲
『
帝
国
医
鑑
』
に
兎
毛
三
は
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
七
月
二
十
三
日
「
試
験
合
格
ニ
依
テ
免
状
下
附
セ
ラ
ル
」
、

前
掲
『
杏
林
要
覧
』
に
も
「
試
験
二
十
年
七
月
」
と
あ
り
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
鹿
児
島
医
学
校
卒
業
、
試
験
合
格
は
複
数
の
資

料
で
一
致
し
て
い
る
。

　
市
岡
正
一
編
『
学
事
要
務
』
（
明
治
十
五
年
〈
一
八
八
二
〉
十
二
月
博
聞
社
）
に
よ
る
と
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
五
月
二
十
七
日

文
部
省
第
四
号
府
県
達
の
医
学
校
通
則
で
、
「
医
学
校
ハ
之
ヲ
分
テ
甲
乙
二
種
ト
ス
甲
種
ハ
尋
常
ノ
医
学
科
ヲ
教
授
シ
以
テ
医
師
ノ
具
成
ヲ

図
リ
」
、
「
乙
種
ハ
簡
易
ノ
医
学
科
ヲ
教
授
シ
以
テ
医
師
ノ
速
成
ヲ
図
ル
ト
キ
若
ク
ハ
甲
種
ヲ
設
置
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ニ
於
テ
下
疑
ニ
遵

ヒ
之
ヲ
設
置
ス
ル
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
第
一
章
掲
『
鹿
児
島
県
史
』
第
四
巻
に
は
「
本
県
医
学
校
は
乙
種
に
相
当
し
」
、
「
修
業
年
限

は
三
ヶ
年
で
、
こ
れ
を
分
つ
て
三
学
年
と
し
、
学
年
は
五
月
一
日
に
始
り
、
翌
年
四
月
三
十
日
に
終
る
」
、
「
入
学
生
徒
は
満
十
八
年
以
上

の
者
と
定
め
ら
れ
て
ゐ
た
」
と
あ
る
。
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
鹿
児
島
医
学
校
を
卒
業
す
る
に
は
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
五

月
ま
で
に
入
学
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
二
月
生
ま
れ
の
兎
毛
三
は
同
校
に
入
学
可
能
な
最
少
年
齢
の
満
十
八

歳
で
入
学
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
父
の
意
向
で
兎
毛
三
は
遠
方
の
医
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
前
掲
『
最
近
東
京
医
士
名
鑑
』
に
あ
っ
た
が
、
義
兄
・
典
瑞
が
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鹿
児
島
病
院
や
鹿
児
島
医
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
縁
で
、
兎
毛
三
は
鹿
児
島
医
学
校
を
選
択
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
南
日
本
新
聞
社
編
『
鹿

児
島
県
百
年
（
中
）
明
治
編
』
（
昭
和
四
十
二
年
〈
一
九
六
七
〉
十
一
月
謙
光
社
）
に
は
、
「
医
学
校
で
は
一
年
目
に
物
理
、
化
学
、
解
剖

学
、
生
理
学
、
薬
物
学
な
ど
の
基
礎
を
勉
強
し
二
年
目
か
ら
内
科
、
外
科
の
総
論
に
入
り
、
三
年
目
に
産
科
、
眼
科
な
ど
各
論
の
講
義
を

受
け
た
。
基
礎
学
科
の
講
義
は
田
村
典
瑞
、
池
盛
大
、
秋
山
金
也
の
三
教
授
の
担
当
で
あ
る
」
と
、
全
入
学
者
が
典
瑞
の
授
業
を
一
年
目

に
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
兎
毛
三
も
義
兄
に
よ
る
基
礎
学
科
の
授
業
を
受
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
典
瑞
と
兎
毛
三
の
鹿
児
島
時
代
の
住
所
は
不
明
だ
が
、
一
時
期
典
瑞
方
に
下
宿
し
て
い
た
奥
山
保
の
よ
う
に
、
満
十
八
歳
で
進
学
の
た

め
鹿
児
島
に
や
っ
て
き
た
兎
毛
三
が
姉
夫
妻
宅
に
下
宿
あ
る
い
は
近
居
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
姉
夫
妻
が
長
男
の
肥
を
亡
く
し
た
明

治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
、
豊
彦
が
誕
生
し
た
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
も
鹿
児
島
医
学
校
在
学
中
で
あ
っ
た
兎
毛
三
は
、
典
瑞
、
つ
祢

夫
妻
の
第
一
子
を
失
っ
た
悲
し
み
や
豊
彦
誕
生
の
喜
び
、
豊
彦
の
成
長
を
最
も
近
く
で
見
守
っ
た
親
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
兎
毛
三
は
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
春
頃
、
「
談
笑
娯
楽
の
間
に
考
古
に
関
す
る
器
物
及
書
画
等
を
蒐
集
展
覧
し
互
に
其
智
識
を
交

換
す
る
を
以
て
目
的
と
す

）
46
（

」
る
集
古
会
に
入
会
し

）
47
（

、
会
合
で
奥
山
金
剛
の
作
品
を
披
露
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

）
48
（

。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

か
ら
筑
波
山
の
美
称
で
あ
る
紫
峰
を
号
と
し
て
集
古
会
の
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
「
広
前
に
鐸
の
ひ
び
く
や
雪
の
晨
」
と
い
う
有

田
紫
峰
名
義
の
俳
句
も
集
古
会
会
報
『
集
古
会
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

）
49
（

。
『
集
古
会
誌
』
誌
上
で
紫
峰
名
義
が
確
認
で
き
る
の
は
、
大
正

九
年
（
一
九
二
〇
）
五
月
八
日
午
後
一
時
よ
り
上
野
公
園
梅
川
で
開
催
さ
れ
た
第
百
二
十
八
回
集
古
会
に
、
会
員
余
技
製
作
品
と
し
て
提

供
し
た
「
自
刻
鵬
斎
七
絶
斑
竹
香
筒
」
一
個
の
出
品
記
録
が
最
初
で
あ
る

）
50
（

。
こ
の
時
の
会
合
課
題
で
あ
る
木
彫
品
に
応
じ
て
出
品
し
た
奥

山
金
剛
刻
書
帙
や
飛
騨
一
刀
彫
根
附
亮
直
作
兎
、
木
彫
家
兎
根
附
は
有
田
兎
毛
三
名
義
で
あ
り
、
骨
董
出
品
は
兎
毛
三
名
義
、
余
技
製
作

品
出
品
は
紫
峰
名
義
と
使
い
分
け
て
い
る
。
兎
毛
三
は
豊
彦
と
同
じ
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
没
し
、
『
集
古
会
誌
』
癸
酉
第
三
号
（
昭

和
八
年
〈
一
九
三
三
〉
五
月
集
古
会
）
に
は
、
「
有
田
兎
毛
三
　
本
会
評
議
員
、
常
陸
下
館
に
生
れ
印
人
奥
山
金
剛
を
父
と
す
医
を
業
と
し
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て
日
本
橋
久
松
町
に
住
す
、
横
浜
に
移
居
し
て
間
も
な
き
昭
和
八
年
二

月
二
十
五
日
六
十
八
歳
に
て
没
す
」
と
訃
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
章
で
触
れ
た
典
瑞
一
周
年
忌
埋
史
印
影
は
、
豊
彦
が
文
字
を
記

し
有
田
兎
毛
三
が
石
を
彫
っ
て
作
成
さ
れ
た
兎
毛
三
と
田
村
家
の
親
密

さ
を
伝
え
る
品
で
あ
る
が
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
の
典
瑞
二
十
三

回
忌
法
要
で
撮
影
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
遺
族
提
供
の
写
真
（
写
真
7
）

に
も
豊
彦
や
妻
の
姚
子
（
た
よ
こ
）
と
幼
い
娘
・
寿
子
ら
と
と
も
に
兎

毛
三
が
写
っ
て
い
る
。
結
婚
し
て
家
を
出
た
豊
彦
の
妹
た
ち
は
写
っ
て

お
ら
ず
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
二
月
に
結
婚
し
た
ば
か
り
の
弟
・

徹
と
新
妻
の
エ
イ

）
51
（

、
当
時
未
婚
だ
っ
た
妹
・
幾
子

）
52
（

が
写
真
に
納
ま
っ
て

い
る
。
ご
く
親
し
い
親
族
の
み
が
集
ま
っ
た
ら
し
き
田
村
家
の
法
要
に

参
加
し
、
前
述
の
還
暦
記
念
写
真
も
豊
彦
に
贈
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

兎
毛
三
は
晩
年
ま
で
姉
や
甥
の
い
る
田
村
家
と
親
し
く
交
流
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　
豊
彦
遺
族
宅
に
は
、
豊
彦
が
少
年
時
代
に
書
い
た
紀
行
文
や
学
校
の
課
題
作
文
、
学
生
時
代
に
友
人
と
交
換
し
た
絵
葉
書
等
が
多
数
残
っ

て
い
る
。
そ
の
中
に
は
豊
彦
が
大
阪
府
第
五
中
学
校
、
後
の
天
王
寺
中
学
校
二
年
生
と
し
て
在
籍
中
の
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
七

月
三
十
日
か
ら
八
月
十
一
日
ま
で
の
十
三
日
間
、
大
阪
か
ら
四
国
、
中
国
地
方
を
旅
し
た
際
の
紀
行
文
『
四
国
中
国
紀
行
日
誌
』
や
、
天

王
寺
中
学
校
五
年
生
に
な
る
直
前
の
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
三
月
、
大
阪
か
ら
奈
良
月
ヶ
瀬
ま
で
の
友
人
と
の
旅
行
を
記
し
た
田

写真 7（遺族提供。昭和 5・1930年 11月典瑞 23回忌と推定。
前列左端有田兎毛三、前列右端姚子と娘・寿子、中列右から
二番目つ祢。後列左から二番目徹、同三番目豊彦。後列右端
幾子、同右から二番目エイ。中央には写真 1 と同じ写真が置
かれている。）
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村
鈍
太
郎
名
義
『
春
雨
日
記
』
と
い
う
道
中
記
が
あ
る
。
十
六
歳
の
豊
彦
が
書
い
た
『
春
雨
日
記
』
は
鈍
太
郎
と
い
う
名
義
を
は
じ
め
同

行
の
友
人
も
猿
松
、
抜
作
な
ど
滑
稽
な
名
を
用
い
、
道
中
の
連
句
を
挟
ん
で
い
る
点
は
、『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
を
意
識
し
た
ふ
し
が
あ
る
。

遺
族
の
保
管
し
て
い
る
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
一
月
三
十
日
付
の
豊
彦
の
日
記
に
は
、
勉
強
す
る
気
も
起
こ
ら
な
い
の
で
炬
燵
で

膝
栗
毛
を
読
ん
で
い
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
と
い
う

）
53
（

。
一
方
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
九
月
十
九
日
逓
信
博
物
館
内
で
開
催
さ
れ
た

百
二
十
九
回
集
古
会
に
お
い
て
、
宿
駅
に
関
す
る
物
と
い
う
課
題
に
対
し
、
兎
毛
三
は
「
ガ
ラ
ス
船
淀
川
一
覧
」
や
「
成
田
道
中
記
」
、「
び

わ
湖
一
覧
」
な
ど
の
「
道
中
記
紀
行
類
　
十
四
冊
」
を
出
品
し
て
い
る

）
54
（

。
兎
毛
三
に
よ
る
道
中
記
出
品
数
の
多
さ
を
見
る
に
、
平
素
か
ら

道
中
記
や
紀
行
を
好
ん
で
蒐
集
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
豊
彦
も
兎
毛
三
も
道
中
記
や
旅
日
記
を
好
む
と
い
う
共
通
の
趣
味
を
有
し
て

い
た
と
み
ら
れ
る
。

　
与
謝
野
寛
、
晶
子
夫
妻
の
仲
介
に
よ
り
豊
彦
の
最
初
の
結
婚
が
決
ま
っ
た
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
と
推
定
さ
れ
る
、
田
村
黄
昏
遺
族

蔵
三
月
二
十
六
日
付
与
謝
野
寛
、
晶
子
筆
田
村
黄
昏
宛
書
簡
に
は
、
「
御
令
妹
様
の
御
話
の
先
方
の
法
学
士
の
こ
と
ハ
四
五
日
中
に
委
し
く

可
申
上
候
。
そ
の
上
に
て
叔
父
様
の
お
手
に
て
一
度
は
お
取
調
べ
を
願
上
候
」
と
、
豊
彦
の
妹
に
持
ち
か
け
た
縁
談
に
関
し
「
叔
父
様
」

に
よ
る
調
査
を
促
す
記
述
が
あ
る

）
55
（

。
こ
の
書
簡
の
記
述
か
ら
、
満
二
十
二
歳
で
田
村
家
の
家
督
を
継
ぎ
戸
主
の
立
場
に
あ
り
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）
二
月
に
満
三
十
四
歳
を
迎
え
て
縁
談
も
決
ま
っ
て
い
た
豊
彦
が
、
妹
の
人
生
を
左
右
す
る
重
要
な
局
面
で
依
然
叔
父
を
頼
り

与
謝
野
夫
妻
に
話
を
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
兎
毛
三
と
豊
彦
に
関
し
て
は
、
正
月
明
け
て
も
ず
っ
と
葉
書
一
枚
来
な
い
と
心
配
す
る
豊
彦
に
対
し
「
有
田
に
は
病
人
が
あ
る
の
で
す

　
そ
れ
で
御
は
が
き
が
ま
だ
な
の
で
せ
う
」
と
記
す
一
番
上
の
妹
・
澄
に
よ
る
葉
書

）
56
（

が
あ
り
、
前
述
し
た
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）

一
月
の
豊
彦
の
日
記
に
も
兎
毛
三
と
従
兄
・
保
の
来
訪
が
記
さ
れ
て
い
る

）
57
（

な
ど
親
密
な
交
流
が
確
認
で
き
る
。
一
方
、
現
時
点
で
は
遺
族

宅
に
残
る
葉
書
や
書
簡
、
そ
の
他
資
料
類
か
ら
は
典
瑞
の
兄
弟
ら
し
き
人
物
の
名
が
記
さ
れ
た
も
の
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
典
瑞
も
含
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め
た
豊
彦
の
実
家
は
父
方
親
族
よ
り
も
母
方
親
族
の
奥
山
家
と
親
密
な
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
田
村
家
奥
村
家
と
も

に
兎
毛
三
の
他
に
豊
彦
と
の
交
流
が
確
認
で
き
る
叔
父
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、
寛
に
書
簡
で
言
及
さ
れ
て
い
る
叔
父
は
つ
祢
の
弟
で
あ
る

有
田
兎
毛
三
と
推
定
で
き
る
。
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
十
一
月
に
典
瑞
が
亡
く
な
っ
た
時
、
豊
彦
は
満
二
十
二
歳
で
あ
っ
た
が
、

一
番
大
き
い
妹
は
十
七
歳
、
弟
の
徹
は
満
十
二
歳
、
他
に
満
十
歳
と
満
八
歳
の
妹
が
い
た
。
成
長
期
の
子
供
を
複
数
抱
え
て
未
亡
人
と
な
っ

た
つ
祢
は
、
子
を
失
っ
た
悲
し
み
や
新
た
に
子
が
生
ま
れ
た
喜
び
を
最
も
近
く
で
見
て
い
た
、
有
田
家
の
養
子
と
な
っ
た
弟
・
兎
毛
三
を

何
か
に
つ
け
頼
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
豊
彦
も
ま
た
出
生
時
か
ら
身
近
に
い
た
叔
父
の
兎
毛
三
を
信
頼
し
、
私
生
活
の
相
談
だ
け
で
な
く
骨

董
や
道
中
記
な
ど
の
趣
味
に
お
い
て
も
話
題
を
共
有
し
晩
年
ま
で
交
流
を
続
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
遊
興
や
長
期
旅
行
を
頻
繁
に
行
い
派
手
な
暮
ら
し
を
す
る
与
謝
野
家
が
兎
毛
三
の
目
に
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
た
の
か
、
甥
が
与
謝
野

家
と
の
交
際
に
よ
っ
て
身
を
持
ち
崩
す
こ
と
を
懸
念
し
た
兎
毛
三
が
豊
彦
を
諌
め
た
り
忠
告
し
た
り
と
い
っ
た
行
動
を
取
る
こ
と
は
な

か
っ
た
の
か
。
豊
彦
の
遺
品
類
か
ら
何
か
に
つ
け
叔
父
の
兎
毛
三
と
親
し
く
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
歌
人
と
し
て
の
在
り
方

に
ど
こ
ま
で
兎
毛
三
の
関
与
が
あ
っ
た
の
か
、
今
後
新
た
な
書
簡
や
資
料
が
発
見
さ
れ
明
ら
か
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　
お
わ
り
に

　
東
京
新
詩
社
の
新
進
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
田
村
黄
昏
の
歌
へ
の
関
心
が
い
か
に
し
て
培
わ
れ
た
か
を
調
べ
る
た
め
、
ま
ず
は
父
で
あ

る
田
村
典
瑞
と
母
方
叔
父
で
あ
る
有
田
兎
毛
三
を
調
査
し
た
。
有
田
兎
毛
三
は
、
戸
籍
謄
本
に
豊
彦
の
母
で
あ
る
つ
祢
が
奥
山
金
剛
の
長

女
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
血
縁
関
係
が
判
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
田
村
典
瑞
も
有
田
兎
毛
三
も
古
美
術
、
古
芸
術
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
よ
う
で
、
豊
彦
も
彼
等
の
影
響
を
受
け
て
か
骨
董
品
を
好
ん
で
い
た
。
豊
彦
二
十
五
歳
の
時
に
典
瑞
が
死
去
し
た
が
、
豊
彦
は
田
村

家
の
家
督
を
継
い
で
か
ら
も
母
方
叔
父
の
兎
毛
三
を
頼
り
に
し
親
し
く
交
流
を
続
け
て
い
た
。
現
存
す
る
資
料
を
見
る
と
豊
彦
は
父
方
の
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田
村
家
よ
り
母
方
の
奥
山
家
と
親
密
な
交
流
が
あ
り
、
文
芸
へ
の
関
心
も
兎
毛
三
は
じ
め
母
方
親
族
で
あ
る
奥
山
家
の
影
響
を
強
く
受
け

た
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。

　
豊
彦
の
母
方
祖
父
で
あ
る
奥
山
金
剛
は
、
『
お
ら
が
春
』
に
句
が
収
録
さ
れ
て
い
る
李
郷
と
い
う
女
流
俳
人
の
夫
と
も
息
子
と
も
さ
れ
、

李
郷
は
第
五
代
下
館
藩
主
石
川
総
般
の
息
女
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
豊
彦
は
下
館
藩
第
五
代
藩
主
の
直
系
子
孫
で
あ
る
。
次
稿
で

は
豊
彦
の
母
方
祖
父
・
奥
山
金
剛
と
遺
族
宅
か
ら
短
冊
が
発
見
さ
れ
て
い
る
女
流
俳
人
李
郷
の
関
係
を
明
確
に
し
、
金
剛
の
父
親
で
あ
り

豊
彦
の
母
方
曾
祖
父
・
奥
山
小
一
兵
衛
に
つ
い
て
も
詳
し
く
調
査
、
豊
彦
が
奥
山
家
か
ら
い
か
な
る
影
響
を
受
け
た
か
を
考
え
て
い
く
。

注（
1
） 

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
九
月
京
都
女
子
大
学
国
文
学
会
『
女
子
大
国
文
』
第
百
七
十
三
号
掲
載
。

（
2
） 

第
一
子
誕
生
以
降
に
豊
彦
が
子
供
を
テ
ー
マ
に
詠
ん
だ
歌
に
関
し
て
は
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
九
月
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室

『
京
都
大
学
国
文
学
論
叢
』
第
四
十
九
号
掲
載
の
拙
稿
「
与
謝
野
門
下
新
詩
社
男
性
歌
人
に
よ
る
愛
児
の
歌
　
―
田
村
黄
昏
、
万
造
寺
斉
の
歌
集
か
ら

―
」
で
論
じ
て
い
る
。

（
3
） 

過
去
帳
と
墓
誌
を
参
照
す
る
と
、
長
男
・
肥
は
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
三
月
十
六
日
に
四
歳
で
亡
く
な
り
、
豊
彦
童
子
と
い
う
戒
名
が
付
さ
れ

て
い
る
。
長
男
の
死
か
ら
間
も
な
く
し
て
授
か
っ
た
二
男
・
豊
彦
の
名
は
、
長
男
の
戒
名
か
ら
命
名
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
豊
彦
の
戒
名
は
浄
光
院

転
誉
法
輪
彦
達
居
士
で
あ
る
。
典
瑞
の
三
男
・
猛
彦
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
七
月
三
日
に
三
歳
で
、
四
男
・
四
郎
は
明
治
二
十
三
年

（
一
八
九
〇
）
二
月
二
日
に
当
歳
で
、
五
男
・
敏
雄
も
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
四
月
三
十
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
成
人
し
た
典
瑞
の
息
子
は

豊
彦
の
他
に
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
四
月
二
十
四
日
に
生
ま
れ
た
六
男
の
徹
だ
け
で
あ
る
。

（
4
） 

田
村
黄
昏
私
家
版
歌
集
『
黄
昏
』
に
は
「
霜
月
の
三
日
の
夕
ぐ
れ
瀬
戸
の
海
し
ぐ
る
る
中
に
眼
と
ぢ
玉
ひ
ぬ
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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（
5
） 「
明
治
四
十
二
年
十
一
月
三
日
一
周
年
忌
之
陵
与
遺
骨
埋
史
　
兎
毛
三
刻
」
と
墨
書
さ
れ
た
和
紙
に
押
さ
れ
た
縦
十
一
．
八
セ
ン
チ
、
横
四
セ
ン
チ
の

印
影
二
つ
に
、
「
大
坂
高
等
工
業
学
校
教
授
／
鉱
山
監
督
所
分
析
課
長
／
正
六
位
勲
五
等
田
村
典
瑞
／
旧
壬
生
藩
之
士
安
政
三
年
六
月
一
日
生
明
治

四
十
一
年
十
一
月
二
日
没
於
任
地
／
男
豊
彦
誌
」
と
あ
る
。
こ
の
埋
史
の
現
物
は
墓
碑
に
添
え
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
典
瑞
や
豊
彦
の
眠
る
田

村
家
の
墓
は
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
に
新
調
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
物
の
所
在
も
含
め
た
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
6
） 

墓
誌
に
よ
れ
ば
典
瑞
の
六
男
で
あ
る
徹
は
満
四
十
三
歳
、
享
年
四
十
五
で
死
去
し
豊
彦
、
典
瑞
も
五
十
歳
前
後
で
没
し
て
い
る
が
、
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
十
二
月
十
日
に
生
ま
れ
た
豊
彦
の
長
男
・
照
彦
は
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
一
月
ま
で
存
命
し
、
豊
彦
の
妻
・
姚
子
（
た
よ
こ
）
も
享

年
九
十
三
と
長
命
で
あ
っ
た
。
つ
祢
は
豊
彦
の
死
か
ら
半
年
も
経
た
な
い
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
四
月
六
日
に
没
し
て
い
る
が
、
豊
彦
が
迎
え
に

来
て
枕
元
に
座
っ
て
い
る
と
言
い
残
し
て
亡
く
な
っ
た
と
い
う
遺
族
の
話
で
あ
る
。

（
7
） 「
辛
未
／
六
月
廿
四
日
　
非
役
士
族
　
田
村
肥
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
辛
未
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
で
あ
る
が
、
六
月
二
十
四
日
は
廃
藩
置
県
が

実
施
さ
れ
た
明
治
四
年
年
七
月
十
四
日
（
一
八
七
一
年
八
月
二
十
九
日
）
の
約
三
週
間
前
で
あ
り
、
壬
生
藩
廃
止
に
伴
い
田
村
家
当
主
で
あ
る
田
村

肥
の
名
義
で
発
行
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
本
文
に
記
し
た
よ
う
に
典
瑞
の
父
親
は
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
年
に
没
し
典
瑞
が
家
督
を
継
い
で
い

る
た
め
、
田
村
肥
は
後
の
田
村
典
瑞
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。
安
政
三
年
六
月
一
日
（
一
八
五
六
年
七
月
二
日
）
生
ま
れ
の
典
瑞
は
こ
の
証
書
が
発
行

さ
れ
た
と
き
満
十
六
歳
で
あ
る
か
ら
、
非
役
士
族
で
あ
っ
て
も
何
ら
不
思
議
は
な
い
。
夭
逝
し
た
典
瑞
の
長
男
は
、
典
瑞
の
幼
名
を
授
か
り
肥
と
命

名
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

（
8
） 

東
京
大
学
法
理
文
三
学
部
編
『
東
京
大
学
法
理
文
三
学
部
一
覧
　
従
明
治
十
四
年
至
明
治
十
五
年
』（
明
治
十
五
年
〈
一
八
八
二
〉
四
月
丸
家
善
七
刊
）

参
照
、
引
用
。

（
9
） 

横
田
長
司
編
『
師
範
学
校
沿
革
誌
』
（
明
治
三
十
八
年
〈
一
九
〇
五
〉
十
月
三
共
社
活
版
所
）
「
職
員
更
迭
の
一
束
」
に
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）

の
こ
と
と
し
て
「
四
月
十
六
日
栃
木
病
院
薬
剤
員
兼
本
校
二
等
教
田
村
典
瑞
依
願
解
任
」
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

（
10
） 

栃
木
県
『
栃
木
県
治
提
要
』
（
明
治
十
四
年
〈
一
八
八
一
〉
七
月
栃
木
県
蔵
版
）
に
「
栃
木
県
医
学
校
附
属
病
院
初
メ
栃
木
病
院
ト
名
称
シ
明
治
九
年

九
月
ノ
創
立
ニ
係
ル
」
と
あ
る
。
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（
11
） 

大
蔵
省
印
刷
局
『
官
報
』
第
百
五
十
号
（
明
治
十
六
年
〈
一
八
八
三
〉
十
二
月
二
十
六
日
）
よ
り
引
用
。

（
12
） 
本
文
掲
『
鹿
児
島
県
史
』
第
四
巻
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
医
学
校
の
最
初
の
生
徒
募
集
は
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
一
月
で
田
村
典
瑞
の
他
に
設
立

当
初
の
職
員
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
島
貫
修
平
、
石
川
小
作
で
あ
る
。
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
鹿
児
島
県
庁
編
『
鹿
児
島
県
職
員
録
　

明
治
十
七
年
四
月
一
日
調
査
』
（
発
行
月
不
明
、
富
山
仲
吉
刊
）
に
は
二
人
い
る
三
等
教
諭
の
一
人
と
し
て
「
田
村
典
瑞
　
栃
木
県
士
族
」
と
あ
り
、

月
俸
は
六
十
円
で
あ
る
。

（
13
） 『
官
報
』
第
一
一
九
二
号
（
明
治
二
十
年
〈
一
八
八
七
〉
六
月
二
十
一
日
大
蔵
省
印
刷
局
編
）
参
照
。

（
14
） 

豊
彦
の
七
回
忌
に
作
成
、
配
布
さ
れ
た
『
黄
昏
』
は
、
彼
の
第
三
高
等
学
校
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
る
小
牧
茂
彦
が
収
録
歌
を
選
び
、
序
文
を
記
し

た
も
の
で
あ
る
。
遺
族
宅
に
残
る
小
牧
茂
彦
の
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
序
文
案
に
、
「
田
村
豊
彦
君
は
明
治
十
九
年
二
月
二
十
日
東
京
に
生
れ
、
東
京
市

芝
区
鞆
絵
小
学
校
、
大
阪
の
天
王
寺
中
学
を
経
て
、
第
三
高
等
学
校
に
入
り
、
大
正
元
年
九
月
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
経
済
学
科
を
卒
業
し
た
」

と
あ
る
。
東
京
帝
国
大
学
編
『
東
京
帝
国
大
学
一
覧
　
従
大
正
二
年
至
大
正
三
年
』（
大
正
三
年
〈
一
九
一
四
〉
一
月
東
京
帝
国
大
学
）
に
よ
る
と
豊
彦

の
卒
業
は
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
十
月
で
九
月
卒
業
は
誤
り
だ
が
、
典
瑞
の
経
歴
や
住
所
か
ら
鞆
江
小
学
校
、
大
阪
府
立
天
王
寺
中
学
校
を
出
た
と
い

う
経
歴
は
正
し
い
と
考
え
ら
れ
、
中
学
校
時
代
の
豊
彦
の
作
文
類
か
ら
中
学
校
入
学
は
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
で
あ
る
こ
と
も
確
定
し
て
い
る
。

（
15
） 

高
木
周
次
編
『
衛
生
公
布
類
纂
』
（
明
治
十
三
年
〈
一
八
八
〇
〉
六
月
柳
原
喜
兵
衛
刊
）
参
照
、
引
用
。

（
16
） 

注
（
15
）
同
書
よ
り
引
用
。

（
17
） 

注
（
15
）
同
書
に
「
第
二
条
　「
虎
列
刺
」
病
流
行
ノ
地
方
ヨ
リ
来
ル
船
舶
ハ
港
外
一
定
ノ
地
ニ
於
テ
検
疫
委
員
其
船
ニ
就
キ
船
長
並
ニ
医
官
ニ
患
者

或
ハ
死
屍
ノ
有
無
ヲ
尋
問
検
案
シ
該
病
ニ
罹
ル
モ
ノ
或
ハ
疑
似
ノ
症
状
ア
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
避
病
院
ニ
移
シ
病
者
ナ
キ
モ
ノ
ト
雖
ド
モ
若
干
ノ
時
日
ヲ

限
リ
入
港
ヲ
許
サ
ザ
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
」
と
あ
る
。

（
18
） 

注
（
15
）
同
書
に
「
第
七
条
　
地
方
官
ハ
管
内
ニ
「
亜
細
亜
虎
列
刺
」
病
者
ア
ル
コ
ト
ヲ
医
師
ヨ
リ
届
ケ
出
デ
タ
ル
ト
キ
ハ
ソ
ノ
病
症
ノ
真
偽
ト
諸

症
ノ
緩
劇
ト
ヲ
詳
カ
ニ
シ
若
シ
真
ノ
「
亜
細
亜
虎
列
刺
」
ナ
ル
ヲ
確
認
ス
ル
ト
キ
ハ
委
員
ヲ
命
ジ
予
防
ノ
方
法
ヲ
著
手
シ
内
務
省
ニ
申
報
シ
且
管
内

近
隣
ノ
地
方
庁
ニ
報
告
ス
ベ
シ
」
と
あ
る
。
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（
19
） 

注
（
15
）
同
書
に
「
第
九
条
　
地
方
庁
ハ
医
師
ヨ
リ
日
々
出
ス
所
ノ
申
牒
ヲ
集
メ
患
者
ノ
数
ト
死
者
ノ
数
ト
ヲ
記
シ
毎
土
曜
日
之
ヲ
内
務
省
ニ
申
報

ス
ヘ
シ
」
と
あ
る
。

（
20
） 
注
（
15
）
同
書
に
「
第
十
四
条
　「
虎
列
刺
」
病
流
行
ノ
時
ニ
際
シ
地
方
長
官
ハ
祭
礼
開
市
等
無
益
ニ
他
方
ノ
人
ノ
群
衆
ス
ル
事
件
ヲ
禁
ズ
ベ
シ
」
と

あ
る
。

（
21
） 

注
（
15
）
同
書
に
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
七
月
二
十
二
日
付
の
「
内
務
省
中
ニ
中
央
衛
生
会
ヲ
相
開
候
条
為
心
得
此
旨
相
達
候
事
」
と
い
う

官
院
省
使
府
県
官
達
が
あ
る
。
ま
た
、
明
治
十
二
年
十
二
月
二
十
七
日
第
五
十
五
号
府
県
官
達
で
「
今
般
地
方
衛
生
会
規
則
左
ノ
通
相
定
候
条
此
旨

相
達
候
事
」
と
あ
り
、
構
成
人
員
を
「
医
師
三
名
乃
至
五
名
／
府
県
会
議
員
三
名
／
公
立
病
院
長
／
公
立
病
院
薬
局
長
／
衛
生
課
長
／
警
察
官
一
名
」

と
し
て
い
る
。

（
22
） 

大
蔵
省
印
刷
局
『
官
報
』
第
一
四
二
八
号
（
明
治
二
十
一
年
〈
一
八
八
八
〉
四
月
七
日
）
に
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
三
月
三
十
一
日
を
も
っ

て
鹿
児
島
医
学
校
と
同
附
属
病
院
を
廃
止
す
る
旨
告
示
さ
れ
、
最
初
の
生
徒
募
集
が
な
さ
れ
た
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
か
ら
五
年
で
廃
校
に
な
っ

て
い
る
。

（
23
） 

彦
根
正
三
編
『
明
治
二
十
一
年
十
月
改
正
官
員
録
　
甲
』
（
明
治
二
十
一
年
〈
一
八
八
八
〉
十
月
博
公
書
院
）
に
農
商
務
省
分
析
課
五
等
技
手
下
と
し

て
名
前
が
挙
が
る
の
を
皮
切
り
に
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
ま
で
の
職
員
録
に
農
商
務
省
の
技
手
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
『
農
商
務
省
職
員
録
　
明

治
二
十
七
年
五
月
五
日
現
在
』 （
明
治
二
十
七
年
〈
一
八
九
四
〉
五
月
農
商
務
省
）
に
は
技
手
三
級
俸
と
し
て
「
田
村
典
瑞
　
東
京
府
士
族
　
牛
込
区

天
神
町
七
十
七
番
地
」
と
東
京
市
の
住
所
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
24
） 

大
蔵
省
印
刷
局
編
『
官
報
』
第
四
四
五
四
号
（
明
治
三
十
一
年
〈
一
八
九
八
〉
五
月
九
日
）
参
照
。
三
級
俸
下
賜
の
三
人
目
に
「
大
阪
工
業
学
校
教

授
　
田
村
典
瑞
」
と
あ
る
。
本
文
掲
『
大
阪
高
等
工
業
学
校
一
覧
　
従
明
治
三
十
九
年
至
明
治
四
十
年
』
に
よ
れ
ば
、
大
阪
織
物
株
式
会
社
の
設
立

者
で
社
長
の
平
賀
義
美
は
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
十
一
月
八
日
同
校
の
商
議
委
員
に
嘱
託
さ
れ
て
い
る
。
大
学
卒
業
後
の
豊
彦
が
大
阪
織
物

株
式
会
社
に
入
社
し
た
の
は
、
こ
の
縁
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
25
） 

川
又
銀
蔵
編
、
出
版
の
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
二
月
か
ら
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
二
月
『
茨
城
県
職
員
録
』
各
書
に
よ
り
、
奥
山
麓
は
真
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壁
郡
下
館
町
の
真
壁
郡
役
所
で
書
記
や
御
用
係
準
判
任
を
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

（
26
） 
内
閣
官
報
局
『
職
員
録
明
治
三
十
六
年
　
甲
』
（
明
治
三
十
六
年
〈
一
九
〇
三
〉
発
行
月
不
明
、
印
刷
局
）
に
大
阪
高
等
工
業
学
校
助
教
授
と
し
て
名

前
が
挙
が
っ
て
い
る
。

（
27
） 

本
文
掲
『
大
阪
高
等
工
業
学
校
一
覧
　
従
明
治
三
十
九
年
至
明
治
四
十
年
』
、
『
大
阪
高
等
工
業
学
校
一
覧
　
従
明
治
四
十
年
至
明
治
四
十
一
年
』
に

窯
業
科
助
教
授
と
し
て
「
図
案
　
奥
山
保
　
茨
城
士
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
に
は
「
東
区
農
人
橋
二
丁
目
番
外
二
十
九
番
屋
敷
（
田
村
典

瑞
方
）
」
と
あ
り
、
後
者
で
は
「
東
区
南
新
町
一
丁
目
番
外
百
十
八
番
屋
敷
」
と
近
隣
の
住
所
で
あ
る
。

（
28
） 『
官
報
』
第
七
一
八
二
号
（
明
治
四
十
年
〈
一
九
〇
七
〉
六
月
十
日
大
蔵
省
印
刷
局
編
）
参
照
。
「
大
阪
鉱
山
監
督
署
分
析
課
長
ヲ
命
ス
　
鉱
山
監
督

署
技
師
　
田
村
典
瑞
」
と
い
う
農
商
務
省
の
辞
令
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
29
） 『
職
員
録
　
明
治
四
十
一
年
　
甲
』
（
明
治
四
十
一
年
〈
一
九
〇
八
〉
印
刷
局
）
参
照
。
大
阪
鉱
山
監
督
署
技
師
と
し
て
「
五
等
（
兼
）　
分
析
課
長
大

阪
高
等
工
業
学
校
教
授
　
田
村
典
瑞
」
と
あ
る
。
凡
例
に
は
「
明
治
四
十
一
年
五
月
一
日
現
在
調
査
ニ
係
ル
官
庁
樺
太
県
及
北
海
道
府
県
庁
府
県
ヲ

除
ク
高
等
官
判
任
官
及
各
其
待
遇
者
其
他
主
要
ナ
ル
職
員
ヲ
纂
録
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
る
。

（
30
） 『
農
業
雑
誌
』
第
三
十
二
巻
第
二
十
二
、
第
九
百
九
十
三
号
（
明
治
四
十
年
〈
一
九
〇
七
〉
八
月
五
日
学
農
社
）
よ
り
引
用
。

（
31
） 『
農
業
雑
誌
』
第
三
十
二
巻
第
二
十
三
、
第
九
百
九
十
四
号
（
明
治
四
十
年
〈
一
九
〇
七
〉
八
月
十
五
日
学
農
社
）
参
照
、
引
用
。

（
32
） 『
工
業
之
大
日
本
』
第
五
巻
第
九
号
（
明
治
四
十
一
年
〈
一
九
〇
八
〉
九
月
一
日
工
業
之
日
本
社
）
無
記
名
記
事
よ
り
引
用
。

（
33
） 『
工
業
之
大
日
本
』
第
五
巻
第
十
号
（
明
治
四
十
一
年
〈
一
九
〇
八
〉
十
月
一
日
工
業
之
日
本
社
）
で
は
、
「
煙
害
地
調
査
」
と
い
う
見
出
し
に
続
き
、

「
大
阪
鉱
山
監
督
署
に
て
は
五
日
西
尾
技
師
外
十
二
名
を
愛
媛
県
越
知
郡
桜
井
村
、
大
島
附
近
、
同
周
桑
郡
四
阪
島
に
派
遣
し
四
阪
島
精
錬
所
の
煙
毒

防
御
法
が
果
し
て
有
効
な
り
や
其
の
影
響
如
何
等
に
付
化
学
的
調
査
を
な
さ
し
む
る
事
と
し
た
り
」
と
い
う
九
月
七
日
付
記
事
が
あ
る
。

（
34
） 『
工
業
之
大
日
本
』
第
五
巻
第
十
一
号
（
明
治
四
十
一
年
〈
一
九
〇
八
〉
十
一
月
一
日
工
業
之
日
本
社
）
参
照
、
引
用
。

（
35
） 

田
沢
震
五
『
創
作
　
海
』
（
昭
和
四
年
〈
一
九
二
九
〉
四
月
新
高
堂
書
店
）
よ
り
引
用
。
「
は
し
が
き
」
に
よ
れ
ば
こ
の
書
籍
は
田
沢
の
友
人
で
あ
る

田
原
剛
造
と
い
う
人
物
が
大
阪
高
等
工
業
学
校
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
五
年
間
に
見
聞
し
た
こ
と
を
詳
細
に
記
録
し
た
も
の
で
、
「
全
部
は
実
歴
談
で
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あ
る
」
と
い
う
。
し
か
し
、
田
原
剛
造
が
同
校
を
卒
業
し
た
と
い
う
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
七
月
だ
け
で
な
く
他
の
年
月
に
も
そ
の
よ
う
な

氏
名
の
卒
業
生
は
存
在
せ
ず
、
同
書
に
学
校
の
仲
間
と
し
て
登
場
す
る
他
の
人
物
に
も
在
籍
や
卒
業
の
事
実
が
確
認
で
き
な
い
者
が
複
数
い
る
。
同

書
に
は
剛
造
が
遊
里
へ
足
繁
く
通
っ
た
記
録
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
田
原
剛
造
は
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
同
校
を
卒
業
し
た

田
沢
震
五
の
偽
名
で
あ
り
、
同
書
で
田
原
剛
造
の
体
験
談
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
は
田
沢
自
身
の
体
験
談
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
に
も
放
蕩

や
学
業
不
振
な
ど
本
人
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
事
績
に
関
し
て
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
人
物
は
、
多
く
の
場
合
偽
名
と
見
ら
れ
る
。

（
36
） 

本
文
第
二
章
掲
『
鹿
児
島
県
百
年
（
中
）
明
治
編
』
に
は
、
「
田
村
は
開
成
学
校
（
東
大
の
前
身
）
の
出
身
で
生
徒
の
人
気
も
抜
群
だ
っ
た
。
う
け
た

の
は
彼
独
特
の
授
業
法
で
あ
る
。
ま
ず
教
室
で
実
験
を
や
っ
て
み
せ
て
か
ら
講
義
に
移
り
、
次
の
日
は
そ
の
実
験
・
講
義
に
つ
い
て
質
疑
応
答
。
二

日
ず
つ
こ
れ
を
く
り
返
し
、
月
末
に
一
ヵ
月
間
の
課
程
に
つ
い
て
質
疑
を
行
な
う
。〝
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
〞
の
は
し
り
だ
」
と
あ
る
。

（
37
） 『
大
日
本
窯
業
協
会
雑
誌
』
第
六
巻
第
六
十
三
号
（
明
治
三
十
年
〈
一
八
九
七
〉
十
一
月
大
日
本
窯
業
協
会
）
の
「
論
説
報
文
」
に
典
瑞
に
よ
る
第

三
十
九
次
講
談
会
席
上
演
説
「
フ
ェ
ル
ガ
ソ
ナ
イ
ト
（
磁
器
黄
色
顔
料
に
就
て
）
」
が
掲
載
さ
れ
、
ル
チ
ル
と
推
定
さ
れ
て
い
た
鉱
物
を
分
析
し
た
顛

末
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
立
花
昭
「
黄
色
釉
下
顔
料
の
開
発
に
つ
い
て
―
「
飛
鳥
井
黄
」
と
欧
州
諸
窯
の
状
況
」
（
令
和
三
年
〈
二
〇
二
一
〉
三
月

『
岐
阜
県
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』
第
四
十
一
号
）
に
は
、
「
東
京
帝
国
大
学
の
菊
池
安
が
最
初
に
中
津
川
で
採
集
し
、
こ
れ
を
農
商
務
省
地
質
調
査

所
の
田
村
典
瑞
が
分
析
し
て
フ
ェ
ル
グ
ソ
ナ
イ
ト
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
こ
れ
と
は
別
に
飛
鳥
井
孝
太
郎
も
こ
の
鉱
物
を
直
接
、
現
中
津
川

市
高
山
の
鉱
山
で
取
得
し
て
黄
色
顔
料
に
な
り
得
る
と
確
信
し
、
瀬
戸
陶
器
学
校
の
寺
内
信
一
の
試
験マ

マよ
っ
て
黄
色
釉
と
な
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

（
中
略
）
の
ち
に
、
飛
鳥
井
と
田
村
が
面
会
し
た
際
、
飛
鳥
井
は
こ
の
鉱
物
が
フ
ェ
ル
グ
ソ
ナ
イ
ト
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
た
田
村
は
磁
器
の
黄
色
顔
料

と
な
っ
た
こ
と
を
知
る
」
と
あ
る
。

（
38
） 

注
（
35
）
同
書
で
、
「
化
学
工
芸
会
々
員
三
幅
対
」
と
題
し
て
「
白
面
」
「
黒
面
」
や
「
白
髪
男
」
「
色
男
」
と
い
っ
た
外
見
的
特
徴
、
「
愛
嬌
家
」
「
真

面
目
家
」
と
い
っ
た
性
質
的
特
徴
、
「
酒
好
き
」
「
大
酒
家
」
「
文
学
家
」
「
好
角
家
」
「
釣
好
」
と
い
っ
た
趣
向
的
特
徴
な
ど
多
彩
な
分
類
に
基
づ
き
三

人
ず
つ
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。
田
村
典
瑞
は
「
議
論
家
」
「
酒
好
き
」
「
骨
董
家
」
「
世
話
好
」
「
気
の
短
か
き
人
」
に
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。

（
39
） 

注
（
35
）
に
同
じ
。
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（
40
） 

日
本
美
術
年
鑑
編
纂
部
『
明
治
四
十
五
年
＝
大
正
元
年
度
　
日
本
美
術
年
鑑
』
第
三
巻
（
大
正
二
年
〈
一
九
二
三
〉
十
一
月
画
報
社
）
に
「
奥
山
保    

号
古
研
　
明
治
一
二
年
三
月
九
東
京
生
、
図
案
製
作
業
、
師
在
原
古
玩
、
川
崎
千
虎
、
福
地
復
一
、
今
泉
雄
作
、
三
三
年
七
月
美
術
学
校
図
撰
科
卒
」

と
あ
る
。

（
41
） 

下
館
町
郷
土
史
調
査
会
編
『
下
館
町
郷
土
史
』
（
昭
和
十
五
年
〈
一
九
四
〇
〉
二
月
下
館
町
役
場
）
よ
り
引
用
。

（
42
） 

茨
城
県
史
研
究
会
編
『
茨
城
県
史
』
（
昭
和
五
年
〈
一
九
三
〇
〉
八
月
茨
城
県
史
刊
行
会
）
参
照
、
引
用
。

（
43
） 

注
（
42
）
に
同
じ
。

（
44
） 

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
二
月
二
十
一
日
は
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
一
八
六
六
年
四
月
六
日
で
あ
る
。

（
45
） 『
集
古
』
（
大
正
十
三
年
〈
一
九
二
四
〉
十
二
月
集
古
会
）
乙
丑
第
一
号
の
有
田
兎
毛
三
が
出
品
し
た
奥
山
正
路
所
用
木
印
八
個
の
記
録
の
「
正
路
は

金
剛
次
子
」
と
い
う
付
記
に
よ
り
、
金
剛
に
は
正
路
と
い
う
二
男
が
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
奥
山
正
路
は
東
京
府
の
技
術
職
員
と
し
て
勤
務
し
て

い
た
ら
し
く
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
か
ら
同
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
印
刷
局
発
行
の
『
職
員
録
　
乙
』
に
東
京
府
吏
員
工
手
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

（
46
） 

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
五
月
集
古
会
『
集
古
会
誌
』
乙
巳
第
三
号
掲
載
「
集
古
会
規
則
」
よ
り
引
用
。
同
年
三
月
『
集
古
会
誌
』
乙
巳
第
二

号
掲
載
の
会
員
名
簿
に
は
佐
佐
木
信
綱
や
榎
本
武
揚
、
柳
田
国
男
、
江
見
水
陰
の
名
が
あ
る
。

（
47
） 

注
（
46
）
掲
『
集
古
会
誌
』
乙
巳
第
三
号
に
入
会
者
と
し
て
日
本
橋
区
浜
町
二
ノ
一
、
有
田
兎
毛
三
と
記
載
さ
れ
、
紹
介
者
は
早
川
久
三
郎
と
あ
る
。

（
48
） 

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
三
月
『
集
古
会
誌
』
丁
未
第
四
号
の
前
年
五
月
十
一
日
於
青
柳
亭
開
会
第
六
十
三
回
出
品
目
録
に
印
七
顆
、
奥
山
金

剛
印
譜
十
一
帙
、
林
斎
印
譜
一
幅
の
有
田
兎
毛
三
出
品
物
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
『
集
古
会
誌
』
甲
寅
第
四
号
（
大
正
五
年
〈
一
九
一
六
〉
七

月
集
古
会
）
の
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
五
月
九
日
神
田
青
柳
亭
で
の
第
九
十
八
回
出
品
目
録
に
は
奥
山
金
剛
印
譜
一
百
二
十
冊
が
記
載
さ
れ
る
な

ど
、
奥
山
金
剛
に
関
す
る
品
を
多
く
出
品
し
て
い
る
。

（
49
） 『
集
古
』
辛
未
第
二
号
（
昭
和
六
年
〈
一
九
三
一
〉
三
月
集
古
会
）
に
「
辛
未
年
賀
帳
よ
り
」
と
題
し
て
九
人
の
会
員
の
漢
詩
や
歌
、
俳
句
、
小
噺
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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（
50
） 『
集
古
』
庚
申
第
三
号
（
大
正
九
年
〈
一
九
二
〇
〉
六
月
集
古
会
）
参
照
、
引
用
。

（
51
） 
遺
族
提
供
の
戸
籍
謄
本
に
よ
れ
ば
エ
イ
は
徹
よ
り
十
一
歳
下
の
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
生
ま
れ
、
新
潟
県
中
蒲
原
郡
の
田
代
栄
助
二
女
で
昭
和

五
年
（
一
九
三
〇
）
二
月
十
八
日
に
徹
と
結
婚
し
て
い
る
。
徹
は
柏
崎
女
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
の
で
、
新
潟
県
出
身
の
エ
イ
と
知
り
合
っ
た
の
だ

ろ
う
。

（
52
） 

戸
籍
謄
本
に
は
典
瑞
四
女
・
幾
子
は
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
十
一
月
二
十
九
日
生
ま
れ
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
四
月
二
十
四
日
東
京
市

本
郷
区
駒
込
林
町
の
平
山
海
蔵
と
結
婚
と
あ
る
。
遺
族
に
よ
れ
ば
、
幾
子
の
他
に
成
人
し
た
豊
彦
の
妹
は
、
『
第
十
七
版
　
人
事
興
信
録
』
下
巻
（
昭

和
二
十
八
年
〈
一
九
五
三
〉
九
月
人
事
興
信
所
）
に
「
ロ
ー
マ
字
論
語
」
を
著
し
た
八
木
理
三
の
妻
と
し
て
名
が
挙
が
っ
て
い
る
明
治
二
十
四
年

（
一
八
九
一
）
八
月
十
二
日
生
ま
れ
の
典
瑞
長
女
・
澄
、
松
井
鉄
四
郎
に
嫁
し
た
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
十
月
二
十
一
日
生
ま
れ
の
典
瑞
三
女
・

静
子
で
あ
る
。

（
53
） 

内
容
の
参
照
や
引
用
は
、
所
蔵
し
て
い
る
遺
族
の
承
諾
が
得
ら
れ
て
い
な
い
た
め
行
っ
て
い
な
い
。

（
54
） 『
集
古
』
庚
申
第
五
号
（
大
正
九
年
〈
一
九
二
〇
〉
十
月
集
古
会
）
参
照
。

（
55
） 

典
瑞
長
女
・
澄
の
縁
談
と
推
測
さ
れ
る
が
、
法
学
士
の
夫
を
持
つ
豊
彦
の
妹
は
い
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
縁
談
は
成
立
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
56
） 

遺
族
提
供
。
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
一
月
十
三
日
の
消
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
宛
先
は
京
都
上
京
区
百
万
遍
西
門
西
村
方
の
田
村
豊
彦
で
あ

り
、
第
三
高
等
学
校
の
寮
を
出
て
下
宿
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
57
） 

注
（
53
）
に
同
じ
。

〔
付
記
〕

引
用
文
は
現
行
の
字
体
を
用
い
、
斜
線
で
改
行
を
表
し
、
適
宜
ル
ビ
を
省
い
て
明
ら
か
な
誤
り
を
改
め
た
。
豊
彦
の
遺
品
や
短
冊
、
戸

籍
謄
本
を
提
供
し
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
豊
彦
の
遺
族
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

 

（
京
都
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）


